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科学の自然観と倫理
伊東俊太郎（東京大学名誉教授）
　人類の歴史は、「人類革命」「農業革命」「都市革命」「精神革命」「科学革命」の5っの
大きな変革期を経て、今また「環境革命」という新たな文明の大転換期にさしかかってい
る。そしてこの現在の変革期を成功裡に乗り越えていかない限りは、人類の末来は危うい。
今や環境危機による人類の滅亡ということも、決して絵空事ではないのである。
　それではどうしてこのような環境危機を生み出すことになったのであろうか。それを生
み出した自然観はどの様なものであったのか／tそしてその様な自然観は今どのように改め
られ、その上で自然に対する人間の態度ないしは倫理のどの様な変更がなされねばならな
いのか。
　自然観と称すべきものは「精神革命」（前6　前4世紀を中心とする）によって、西にギ
リシア、ヘブライなどの自然観が、東に仏教、儒教等の自然観がそれぞれ形成されたが、
このような伝統的自然観は、17世紀の「科学革命」により、根本的な転換をうける。すな
わち、近代科学の自然観の成立である，近代科学はガリレオやニュートン等により形成さ
れたが、その自然観の基礎をつくったのは、ルネ・デカルトとフランシス・ベイコンであ
る。すなわち前者による「機械論的自然観」と後者による「自然支配の理念」である。こ
の両者によって代表される、自然に対する新たな観方や態度はそれ以前のいずれの文明圏
にも存在しなかったものであり、まさにそれは近代西洋世界で形成され、発展せしめられ
た自然観であり、これが近代の科学技術文明の形成を可能にし、現代の産業社会への道を
まっすぐに切り拓いた。それは人間の福祉と利便の増大に大きく貢献したのであるが、し
かしこれが極度に発展した果てに環境破壊を始めとする大きな危機が生み出される原因と
もなっている。
　まずデカルトの「機械論的自然観」というものが、如何なるものなのか。それはアリス
トテレスの「tt　rn論的自然論」に対するもので、自然界から「プシューケー」という生命
原理をすべて排除し、これを一様な幾何学的「延長」に還元する。「自然」（ナートゥーラ）
はここでは、「生まれる」「成長する」という本来の意味を失って、一切の生命的連関を断
ち切った「非生命的物体」（コルプス）に変貌する。彼が「自然」の言葉で考えたものは、
一切の質や生命や意識を欠いた幾何学的物体的「延長」に他ならなかった。この「延長」
を切り刻めば、色も匂いもなく「形」と「大きさ」だけをもった「微粒子」となるが、こ
の微粒子の法則に基づく因果決定的な機械論的運動によって、すべての自然現象は捉えら
れることになる。そもそも自然を機械と見なすことは、機械は一種の道具であるゆえ、自
然を道具視する支配的理性の発露である。デカルトは何故に機械論的観方をとるかについ
ては、ある箇所で「自然の主人にして所有者になる」ためであることを漏らしているのは
示唆的である。一方この自然を認識する「心」（メンス）は、デカルトにおいて「われ思う、
ゆえにわれあり」の言葉で示されるような「純粋思惟」となった。これは幾何学的理性で
あり、数学を用いて対象を合理的に構築し、制禦してゆくものであるが、それはその基底
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となる身体や生命から遊離しているt一およそ「思う」の基底には「感じる」があり、その
底に「生きる」という事実があるはずだが、デカルトの思惟はこうしたものから切り離さ
れ、かっ「自然」そのものの外に自らをおいている，自らを自然から切り離して、その外
に立って理性的分析を行ない、それをコントロールしようとする、ここに自然に対する態
度の脱倫理性のひとつの根源があるように思われる．t
　つぎにフランシス・ベイコンの「自然支配の理念」の方に移ろう　ベイコンにとって「自
然」は人間とは独立に神によって創造された第三者として、人間と何らの共通性ももたな
い異質な他者・対立者である，それゆえ、これを外から「実験」という拷問にかけて、操
作を加え、そのことによる「自然」の反応により、「自然」のあり方を知り、その「知をカ」
として自然を利用し支配して、人間の福祉、利便を増大させようとしたcこの「力として
の知」により、自然を支配し、「自然」の上に「人間の王国」をっくろうとする彼の計画は、
その後の「産業革命」により現実に実現されるようになった．そしてこの延長線上に、大
量生産、大量消費、大量廃棄の現代文明が成立してくる＝このことにより、公害、環境破
壊、資源枯渇等の問題が出現してくるのである，このベイコンの「自然支配のイデー」の
下で、白然の「資源化」ということが起こった。それまで「自然」は、人間が利用する単
なる資源であったことはない。しかしここに起こった「白然の資源化」こそ、人間の自然
に対する態度の脱倫理性のもうひとつの根源になっているのである。18世紀の後半以降、
「産業革命」が起こり、科学と技術はますます密接に連携しながら、人間の利便を増大さ
せ、自然の上につくられたベイコンの「人間の王国」といったまさに壮大な光景を呈して
いる、しかし資源と化した自然のうち続く収奪のために、この人間の王国を支える自然は
もう耐え切れなくなり、ガラガラと音を立てて崩れ始めているのが、現在の環境危機であ
る。
　以上述べたデカルトの「機械論的自然観」とベイコンの「自然支配の理念」は、あたか
も車の両輪のごとく結びつき、今日までの科学技術をおし進めている。このことは必ずし
も一般に自覚されていないかもしれないが、この17世紀科学革命における自然観の変換
が、現代の環境問題の根底にも伏在しており、また現代科学技術の脱倫理性にも大きく関
わっていると筆者は考えている，．
　そこで「科学革命」以来400年間続いてきた、こうした自然観に代わるものが現代の「環
境革命」において提起され、人間と自然との関係がより適合的なものへと変換されねばな
らない。それが「機械論的自然観」や「自然支配の理念」に代わる、「自己組織的生命的自
然観」である、この自然観は機械論のように自然を、全く能動性を欠いた非生命的なもの
としてとらえるのではなく、それを「自分自身で自己形成してゆく生きとし生ける生命体」
（SOL）ととらえかえすものである。宇宙はビッグバンに始まり、銀河系を形成し、その
中に太陽系が生じ、そこに地球がつくられ、そのヒに様々な生物が生じ、最後に人間が現
れたが、それらはすべてこうした生けるSOLの発展であり、人間もこうした宇宙の生命
体の一環一一しかもその新参の一員に他ならない。こうしたことは、最近の宇宙論でも「対
称性の自発的破れ」により、宇宙の四つの基本的力が環境との相互作用の下に生じてきて
いることや、生命の誕生の場面におけるRNAの自己形成的働きなど、無数の現象によっ
て確かめられており、いまや機械論的自然観は根本から見直されなければならなくなって
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いる，このように観てくると人間はこうしたSOLの一員として自然と対立するどころか、
自然の・部である．自然の支配者であるどころか、自然の子孫なのである、このような新
たな自然の下では、人間と自然とは同質者として当然共生してゆかねばならない倫理的要
請が生じるであろう、
　そしてもし神といわれるべきものがあるとするならば、このSOLの世界に一貫して働
きっつ、それを発展させている生命力のごときものであろう。神とは世界の外にあって、
この世界を創造した超越的なものではなく、このSOLの内において、これを動かしてい
る生命の力という他はないのではなかろうか．そLてわれわれの宗教とは、こうした生命
的宇宙との．’体感に基づくといわねばならない、かくしてこの新しい自然観の下では、従
来iの「自然」対「人間」、「物質」対「精神」の二元的対立が究極的に止揚されるのみなら
ず、「科学」対「宗教」の対立も、これまでとはまったく異なった角度から検討されなくて
はならなくなるし、これからの「環境倫理」の問題にも自ら新しい光が投ぜられるであろ
う。
